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1 はじめに
Lexical Functional Grammar(LFG)は自然言語文の

解析を行うための文法理論であり，(Bresnan 1978)に
よってその概念が提唱された後，(Kaplan and Bresnan
1982)によって現在の形の定式化が完成した．LFGに基
づく解析では，解析結果として c(onstituent)-structure
と f(unctional)- structure と呼ばれる 2種の構造を出
力する．c-structure は構文木を表し，f-structure は，
文法機能 (grammatical function) の概念に基づいて，
文の格構造，時制，様相，話法等の意味情報を属性-属
性値のマトリックス構造で表現する．

LFG理論では，SUBJ(ect)や OBJ(ect)等の文法機
能をいかなる言語の解析においても有効であると考え，
第一義の未定義要素としての地位を与えている．すな
わち，見かけの表現は全く異なっていたとしても，文
法機能の概念はあらゆる言語において共通に存在する
という立場をとる．言語が異なれば同じ意味内容を表
現する文であってもその句構造すなわち c-structureは
大きく異なる一方で，f-structureの違いは多くの場合
極めて小さいことが知られている (Butt et al. 1999a;
Dalrymple 2001)．
言語解析システムの出力結果が言語を問わず一定で

あることは，多言語処理において極めて重要な特徴で
あるといえる．まず，出力結果すなわち f-structureを
中間言語とみなすことによって，意味構造を勘案した
高品質の機械翻訳システムの実現が期待できる．例え
ば，(Frank 1999) では f-structure を中間言語とする
LFGベースの機械翻訳手法の提案を行っている．また，
f-structureを取り扱う言語処理アプリケーションをあ
る一つの言語を対象に構築すれば，それを他の言語を
対象とするようポーティングすることが極めて容易に
実現できる点が利点となる．さらに，複数の言語が混
在するドキュメントデータベースを単一のシステムで
取り扱うことが可能となる点も利点として挙げること
ができる．
本稿では，英語，ドイツ語，フランス語，ノルウェー
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語，ウルドゥー語，デンマーク語，そして日本語の 7ヶ
国語を対象として f-structureの言語普遍性を重視した
LFG システムの構築を目指すプロジェクト (Parallel
Grammar Project) の活動を紹介し，同プロジェクト
で開発中の日本語 LFGシステムの実装内容について
述べる．

2 Parallel Grammar Project

我々は，Parallel Grammar (ParGram) と呼ばれる
プロジェクト活動 (Butt et al. 1999b, 2002)の中で日本
語 LFG文法の記述を行っている．ParGramは，LFG
を共通の理論基盤として，1章で挙げた 7ヶ国語を対
象とする言語解析システムの実現を目標としている．
ParGramでは，半年に一度全言語の文法記述担当者が
集まってミーティング (ParGram Meeting)を開催し，
複数言語間で f-structureの整合性を可能な限り高める，
あるいは，矛盾を回避する機会を継続して持つことに
している．すなわち，f-structureの構成から属性・属
性値の用法やネーミングコンベンションに至るまでの
詳細を議論し，ParGramの標準仕様を決定する作業を
行っている．我々の日本語 LFG文法が基本的な構文に
対して出力する f-structureは，この ParGram標準仕
様 (Butt et al. 1999a)に準じている．

3 システム構成
ParGramでは共通のプラットフォームとしてXerox

Linguistic Environment (XLE) と呼ばれる LFGの処
理系を使用している．XLEは LFG理論の仕様をほぼ
完全に実装した parserであると同時に，LFGの文法記
述を行う際のデバック環境であり，かつ，f-structureか
ら自然言語文を生成する generatorでもある (Kaplan
and Wedekind 2000)．

(Maxwell III and Kaplan 1991, 1993)に基づく高速
化手法によって高い解析効率を実現している点がXLE
の最大の特徴である．XLEを採用することによって，
大規模な LFG文法に基づく解析を実時間で行うこと
が可能となった．
図 1は，日本語 LFGシステムの構成図である．ま

ず，日本語入力文が形態素解析システムに渡され，得
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図 1: 日本語 LFGシステムの構成図
られた形態素解析結果から入力文語彙規則を生成する．
形態素解析システムには茶筌 (松本 et al. 1999)を使用
している．語彙規則生成部は，約 40種の語彙規則テ
ンプレートを持ち，適切なテンプレートを選択して必
要項目を埋めることによって，各形態素の語彙規則を
動的に生成する．テンプレートの選択は，各形態素の
品詞および前後の形態素の品詞を基に，予め作成した
ルールによって行う．XLEによる入力形態素列の解析
には，上記の入力文語彙規則に加えて，予め用意した
基本語彙規則，動詞語彙規則，形容詞語彙規則，形容
動詞語彙規則，および，文法規則を使用する．動詞語
彙規則，形容詞語彙規則，形容動詞語彙規則は，IPAL
辞書 (情報処理振興事業協会技術センター 1987)の結
合価情報をベースに拡張を行い，LFGの規則として必
要な記述を追加したものである．基本語彙規則は，助
詞，助動詞，代名詞，接続詞等の基本語彙に加え，接
続助詞的な働きをする「間」「時」といった名詞等，統
語上重要と考えられる語の語彙規則を独自に記述した
ものである．各語彙規則の数を表 1 に示す．日本語文
法を表現する文法規則のサイズは，積和標準形に変換
した場合の項の総計が 2,353であり，1,223の機能的注
釈を含む．以上の構成の日本語 LFGシステムによって
達成されている日本語文のカバー率を表 2に示す．

異なり語数 語彙規則 機能的注釈

動詞 2,366 10,387 41,115

形容詞 302 810 1,891

形容動詞 67 137 306

基本語彙 407 954 1,233

表 1: 品詞カテゴリ別語彙規則数

解析文数 平均形態素数 カバー率

文法教科書引用文 460 14.2 99.1%

マニュアル文 460 21.3 95.2%

お客様相談センター文 10,000 16.3 95.0%

表 2: 解析カバー率測定結果

4 日本語と英語間の解析結果の比較

4.1 f-structureの整合性の保持

"ジョン は 本 を その 机 の 上 に 置く た 。"

’置く <[0:ジョン] , [8:本], [28:に]>’PRED

’ジョン ’PRED

NAME-TYPE given, PROPER nameNTYPE

ANIM +, CASE nom, TOPICALIZATION-FORM ’は’0

SUBJ

’本’PRED
accCASE8

OBJ

’に<[25:上]>’PRED

’上’PRED

’机’PRED

DET-FORM その , DET-TYPE defDETSPEC

ADJUNCT-TYPE adnominal, CASE gen15

ADJUNCT

25

OBJ

niOBL-TYPE28

OBL

MOOD indicative, TENSE pastTNS-ASP

PASSIVE -, STMT-TYPE decl, VTYPE main36

図 2: 日本語肯定文の f-structure例

"John put a book on the table."

’put<[0:John], [71:book], [125:on]>’PRED

’John’PRED

NAME-TYPE given, PROPER nameNTYPE

ANIM +, CASE nom, GEND-SEM male, NUM sg, PERS 30

SUBJ

’book’PRED

countGRAINNTYPE

DET-FORM a_, DET-TYPE indefDETSPEC

CASE acc, NUM sg, PERS 371

OBJ

’on<[145:table]>’PRED

’table’PRED

countGRAINNTYPE

DET-FORM the_, DET-TYPE defDETSPEC

CASE acc, NUM sg, PCASE on, PERS 3145

OBJ

PSEM locative, PTYPE sem125

OBL

MOOD indicative, TENSE pastTNS-ASP

PASSIVE -, STMT-TYPE decl, VTYPE main35

図 3: 英語肯定文の f-structure例

図 2 に，肯定文「ジョンは本をその机に置いた。」
に対して日本語 LFGシステムが出力する f-structure
を示す1．SUBJ および OBJの PRED(icate) に自立
語 (「ジョン」「本」) が挿入されているのに対して，
OBL(ique)の PREDには格助詞 (「ニ」)が挿入され
ている．これは，英語等のParGramが対象とする欧米
言語において，SUBJおよびOBJに対応する自立語が
前置詞を必要としないのに対して，OBLやADJUNCT
は前置詞を伴うことに由来する．日本語内での整合性
だけを考えれば，SUBJや OBJの PREDも格助詞と
する，あるいは，OBLや ADJUNCTの PRED も自
立語とする，という文法を記述することが可能である．
しかし ParGramにおいて他言語との整合性を重視す
るという立場から，図 2に示した f-structureを出力す
る方針で文法記述を行った．図 3は，ParGramの英語
LFG文法を用いて前記の日本語肯定文に対応する英語
文を解析した結果得られる f-structureである．基本的
に図2と等しい構造を持っていることが分かる．なお c-
structureに関しては，ノード (grammatical category)

1図中の数字は各 (部分)f-structureに対して割り振られた識別子
であり，数値自体に意味はない

5－352



名に対する緩やかなネーミングコンベンションの取り
決めはあるものの，どのような構造を定めるかは各言
語の担当者に任されている．図 4，図 5は，上に挙げ
た日本語文と英語文をそれぞれ解析した結果得られる
c-structureである．両者の構造は全く異なっているこ
とが分かる．

CS 1: ROOT

Sadj

S

NP

Nadj

Nzero

N

ジョン

PPsubj

は

NP

Nadj

Nzero

N

本

PPobj

を

NPobl

Nadj

NPposs

Nadj

D

その

Nzero

N

机

PPposs

の

Nzero

N

上

PPobl

に

Vverb

V

置く

AUXpast

た

PERIOD

。

図 4: 日本語肯定文の c-structure例

CS 1: ROOT

Sadj[fin]

S[fin]

NP

NPadj

NPzero

NAME

John

VPall[fin]

VPv[fin]

V[fin]

put

NP

D

a

NPadj

NPzero

N

book

PP

P

on

NP

D

the

NPadj

NPzero

N

table

PERIOD

.

図 5: 英語肯定文の c-structure例

図 6は日本語命令文「その本を読んで下さい。」の f-
structureである．図7は，英語命令文”Read the book.”
を示す f-structureである．両者とも，SUBJの PRED
には主語が表層に現われないことを示す nullを挿入し
ている．また，構文の型を示す attribute の valueには
命令型 (imp)を挿入する．またこの日本語文は「下さ
る」という補助動詞によって待遇表現になっているた
め、助動詞や補助動詞などの意味を示す attributeであ
る ADDRESSに politeという valueを入れている．
使役文はこれまでに挙げたmono-clausalな例文とは

異なり，複数の主述構造を持つとみなす．LFGではこ
のような bi-clausalな構造をXCOMP(外部から主語の

"その 本 を 読む で 下さる M__ 。"

’読む <[9-SUBJ:pro], [0:本]>’PRED

’pro’PRED
PERS 2, PRON-TYPE null

SUBJ

’本’PRED

’その ’PRED
DEIXIS post-distal, DET-FORM その , DET-TYPE def

DETSPEC

CASE acc, PERS 30

OBJ

politeADDRESS

MOOD imperative, TENSE presTNS-ASP

PASSIVE -, STMT-TYPE imp, VTYPE main9

図 6: 日本語命令文の f-strcuture例

"Read the book."

’read<[1-SUBJ:pro], [36:book]>’PRED

’pro’PRED
PERS 2, PRON-TYPE null

SUBJ

’book’PRED

countGRAINNTYPE

DET-FORM the_, DET-TYPE defDETSPEC

CASE acc, NUM sg, PERS 336

OBJ

imperativeMOODTNS-ASP

PASSIVE -, STMT-TYPE imp, VTYPE main1

図 7: 英語命令文の f-structure例

統制を受ける埋め込み句)によって表現する．日本語使
役文「彼は彼女にその本を読ませた。」の f-structureと
英語使役文”He let her read the book.”の f-structure
を図 8と図 9に示す．これらを比較すると，日本語文に
おいて使役を担う「せる」と英語文における’let’が全
体のPREDとして同じ位置に置かれていることが分か
る．また，主語によって引き起こされた動作である「読
む」’read’がXCOMPのPREDとなり，その SUBJと
して「彼女」と’ she’，OBJとして「本」と’book’が，
それぞれ代入される．

"彼 は 彼女 に その 本 を 読む せる た 。"

’せる <[27:読む] , [0:pro]>[10:に]’PRED

’pro’PRED
ANIM +, CASE nom, GEND-SEM male, NUM sg, PERS 3, PRON-FORM 彼, PRON-TYPE pers, TOPICALIZATION-FORM ’は’0

SUBJ

’に<[8:pro]>’PRED

’pro’PRED
ANIM +, GEND-SEM female, NUM sg, PERS 3, PRON-FORM 彼女 , PRON-TYPE pers8

OBJ

ni_PTYPECHECK

にPOST-FORM10

OBL

’読む <[10:に], [18:本]>’PRED
[10:に]SUBJ

’本’PRED

’その ’PRED
DEIXIS post-distal, DET-FORM その , DET-TYPE def

DETSPEC

CASE acc, PERS 318

OBJ

-PASSIVE27

XCOMP

MOOD indicative, TENSE pastTNS-ASP

STMT-TYPE decl, VTYPE main29

図 8: 日本語使役文の f-structure例

"He let her read the book."

’let<[0:pro], [52:pro]>’PRED

’pro’PRED
ANIM +, CASE nom, GEND-SEM m, NUM sg, PERS 3, PRON-FORM he, PRON-TYPE pers0

SUBJ

’pro’PRED
ANIM +, CASE acc, GEND-SEM f, NUM sg, PERS 3, PRON-FORM she, PRON-TYPE pers52

OBJ

’read<NULL, [71-SUBJ:pro], [106:book]>’PRED

’pro’PRED
nullPRON-TYPE

SUBJ

’book’PRED

countGRAINNTYPE

DET-FORM the_, DET-TYPE defDETSPEC

CASE acc, NUM sg, PERS 3106

OBJth

ADV-TYPE sadv, PASSIVE +, VTYPE main71

ADJUNCT

MOOD indicative, TENSE pastTNS-ASP

PASSIVE -, STMT-TYPE decl, VTYPE main17

図 9: 英語使役文の f-structure例
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4.2 日本語文における曖昧性の処理
入力された構文が文脈や背景知識などによってのみ

解消可能な意味的曖昧性を持つ場合，可能性のある意
味全てに対応する f-structureを出力するという方針で
文法記述を行っている (大熊, 増市 2002)．
例えば，形容詞連用形による連用修飾を含む構文「彼

女は子供を優しく育てた。」という文では 2つの解釈が
可能である．1つは「子供が優しくなるように育てる」
という意味である．つまり，「優しい」は「育てる」と
いう動詞の帰結状態を示している (解釈 1)．もう 1つ
は「子供の育て方」が優しいという意味である．つま
り「優しい」は「育てる」という動詞の情况を示して
いる (解釈 2)．
したがって，システムは上に掲げた文に対して 2つ

の f-structure を出力する．図 10 は解釈 1 を示す f-
structureである．OBL(ique)中に格表示「ニ」，「ト」
の省略を示す記号を挿入することにより，帰結状態の
解釈であることを表現している．
図 11は解釈 2を示す f-structureである．解釈 2に

対応する英文の f-structureを図 12に示す．両者を比
較すると同じ構造を持っていることが分かる．

"その 女性 は 子供 を 優しい Y__ 育てる た 。"

’育てる <[0:女性] , [10:子供] , [18:ε4]>’PRED

’女性 ’PRED

DET-FORM その , DET-TYPE defDETSPEC

CASE nom, TOPICALIZATION-FORM ’は’0

SUBJ

’子供 ’PRED
accCASE10

OBJ

’ε4<[16:優しい] >’PRED

’優しい <[10:子供] >’PRED
[10:子供]SUBJ16

OBJ

niOBL-TYPE18

OBL

MOOD indicative, TENSE pastTNS-ASP

PASSIVE -, STMT-TYPE decl, VTYPE main21

図 10: 解釈 1を表現する f-structure

"その 女性 は 子供 を 優しい Y__ 育てる た 。"

’育てる <[0:女性] , [10:子供] >’PRED

’女性 ’PRED

DET-FORM その , DET-TYPE defDETSPEC

CASE nom, TOPICALIZATION-FORM ’は’0

SUBJ

’子供 ’PRED
accCASE10

OBJ

’優しい <[16-SUBJ:pro]>’PRED

’pro’PRED
nullPRON-TYPE

SUBJ

vpadvADV-TYPE16

ADJUNCT

MOOD indicative, TENSE pastTNS-ASP

PASSIVE -, STMT-TYPE decl, VTYPE main21

図 11: 解釈 2を表現する f-structure
"The woman nursed children kindly."

’nurse<[11:woman], [86:child]>’PRED

’woman’PRED

countGRAINNTYPE

DET-FORM the_, DET-TYPE defDETSPEC

CASE nom, NUM sg, PERS 311

SUBJ

’child’PRED

countGRAINNTYPE

CASE acc, NUM pl, PERS 386

OBJ

’kindly’PRED
ADEGREE positive, ADV-TYPE vpadv104

ADJUNCT

MOOD indicative, TENSE pastTNS-ASP

PASSIVE -, STMT-TYPE decl, VTYPE main42

図 12: 解釈 2を表現する英語文の f-structure

5 おわりに
以上のように，本稿では多言語間での整合性を保ち

ながら開発を進めている LFGに基づく大規模日本語文
法の開発について述べた．今後は，1章で述べた多言
語処理を実現するためのアドバンテージを得ることを
目的として，f-structureの言語普遍性をより高める文
法記述を継続すると共に，異なる言語間で f-structure
の等価性を定量的に評価する手法の研究を行う予定で
ある．
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